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六ヶ所再処理工場の水素爆発を想定する機器における、水素爆発発生時の燃焼挙動、機器健全性の把握を

目的とした網羅的な爆発実験及び数値解析を実施している。六ヶ所再処理工場の設備構成のうちの代表

例である、水平に接続された大型円筒槽における水素爆発時の燃焼解析及び構造解析の結果を報告する。 
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1. 緒言 
 機器内の障害物の影響を考慮した燃焼挙動の調査の

一環として、水平に接続された二つの大型円筒槽を模擬

した爆発試験と同条件で解析を実施した。結果概要につ

いて報告する。 
2. 解析 
2-1. 解析モデル 

大型円筒槽の爆発試験と同様の寸法、内部構造物をモ

デル化した。燃焼解析モデルを図 1 に示す。 

2-2. 解析条件 
燃焼解析には、ANSYS Fluent を用いた。円筒槽の気

相部及びオーバーフロー配管内の水素濃度は 12vol%均

一とした。着火位置は図 1 に示したとおりである。円筒

槽及びオーバーフロー配管の壁面は断熱として扱い、

円筒槽内溶液の流動性、圧縮性を考慮した。構造解析に

は、LS-DYNA を用いた。燃焼解析で得られた圧力時刻

歴データを円筒槽及びオーバーフロー配管の壁面に作

用させ、相当応力を評価した。 

3. 結果と考察 
燃焼解析により得られた各領域の最大圧力の時刻歴を

図 2 に示す。着火側の円筒槽 A と比べて、円筒槽 B 及びオーバーフロー配管領域では高い圧力が得られた。

構造解析においては、円筒槽に生じる相当応力は最大で降伏点である 205MPa に達したが、ひずみは 4E-4 程

度と非常に小さく、破断ひずみ(4E-1)には至らないことが確認できた。 
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 図 1. 燃焼解析モデル図 

  図 2. 各領域の最大圧力の時刻歴 
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